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歩く都市横断
－ロングトレイルによる非効率的経験とその価値化－
WALKING ACROSS THE CITY





 The physical experience of walking can create architecture that can only exist there.
  I Observe the work and landscape there by walking myself on the long trail And collect them 
to derive architectural forms.This architectures is not just a space to enjoy leisure , protect the 

















































（１）みちのく潮風トレイル ( 蕪島 - 階上駅間 )
　対象とするのは、青森県八戸市をスタートとする、「み
ちのく潮風トレイル（八戸 - 階上間）」である。全行程













































































































( １）共同加工場 + 食事処
( １）監視浜小屋 + 簡易宿泊所
( １）漁場 + 迂回遊歩道
　近隣の地域住民が採れた海産物を共同で加工する場を
作る。そこでは通りがかったハイカーに簡単な食事が振
舞われる。加工の際に建築が使いこなされることを想定
し、小径断面の木材で構成していく。
　近隣住民によって交代で密漁を監視している道具小屋
にハイカーの為の簡易宿泊所としての機能を付加する。
南側に高さ 20m 程の松林が存在するため、ハイサイド
ライト部分を大きく持ち上げる架構を作る。また海女の
ための道具を整備・保管できる場所を設ける。
　コース終盤の 4km 車道を歩かなければいけない部分
に、良好な漁場への眺望を意識した迂回遊歩道を作る。
岩場の足元までを見下ろすことができるように、部分的
に木造の吊り構造で崖からパスを飛ばす。また、住民に
よる管理が容易な造成・足場を配置する。
